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第31次越冬観測をおえて
内 藤 靖 彦
第31次越冬隊は1990年2月1日30次隊から基地の運営
を引継ぎ,同 日にはしらせ も反転北上し,名実 ともに越
冬隊として独立 した生活を開始した.31次昭和基地越冬
隊の構成は,隊長1名,定 常観測隊員6名,研 究観測隊
員8名,設 営隊員15名,計30名からなる.
31次昭和基地越冬隊が与えられた主な観測課題は,気
水圏系による5ヵ年研究計画[南極域における気候変動
に関する総合計画]の4年 目にあたる研究課題 「海氷一
大気相互作用の研究」のための海氷上での各種観測,多
目的アンテナやその他のアンテナを用いて行 う,宙空系
によるオーロラ観測衛星EXOS・Dの受信観測,気 水圏
系によるMOS・1衛星,NOAA-11号衛星の受信観測で
ある.も ちろんこれ以外にも研究観測としては,気 水圏
系による 「大気状態の年々変動」の研究として二酸化炭
素などの大気微量成分連続観測,宙 空系による多用な各
種オーロラ観測,生 物 ・医学系によるペンギン類の各種
観測も非常に重要な観測課題であった.ま た,研 究観測
とは別の意味で最近注目され重要視されているのが定常
観測である.気 象定常,電 離層定常,地 球物理定常観測
では約30種類の各種観測を実施 している.中 でもオゾン
観測や潮位観測は国際的にも注目されている観測である.
31次昭和基地越冬隊として実施 した観測の種類は大小合
わせて21項目約80種類に達した.こ れらの観測の内には
海氷や内陸旅行隊を編成 して行 う観測,航空機 を運用し
て行 う観測 も多 く含 まれていた.特 に,気 水圏系や生
物 ・医学系の観測は海氷旅行を多く行 う計画であり,過
去に余 り例のない計画であった,
以上の観測課題の他に隊としてやらなければならない,
地味ながら大事な仕事として昭和基地の管理と維持があ
る,年 々膨大化する基地の施設設備を適切な水準に保っ
て維持することは大変労力を要する仕事である.老 朽化
した建物,通 信設備,隊 員の人数に倍する数の車両類,
生活の基盤となる発電,造 水,電気,暖 房施設,安 全の
ための設備類などの補修 ・整備 ・点検の仕事,ま た年々
多量に出る廃棄物の処理の仕事,等 など基地を維持する
ための仕事はある意味では観測よりも更に困難な仕事と
考えられる.
我々の越冬の方針として,2,3月 は越冬体制確立の
ための期間(残 夏作業や,冬前にやるべ き装輪車の整備,
物品整理等10数種類の仕事を実施),4,5月 は海氷上
に出てのルー ト設定や秋期野外行動の実施期間とし,6,
7月は基地内の物品整理や在庫調査,調 達参考意見作成
期間とした.8月 以降は数多 く予定された野外観測を中
心に活動することとした.
越冬立ち上がりの2月 は平均雲量が観測史上第1位 を
記録 し,ブ リザー ドは中 ・下旬に早くも襲来 し,基地は
たち まち雪化粧を始めるという天候には恵 まれないス
ター トとなった,氷 上が悪く接岸が大幅に遅れ夏作業期
間も例年の半分近くに短縮されたため越冬開始後 も建物
塗装工事などの夏作業を予定 していたが,そ れさえも許
されない状況であった。 しかし,観測関係の仕事は引継
後ほとんどが順調に立ち上がり,また設営関係で も必要
な仕事を着実にこなし,31次昭和基地越冬隊は問題なく
順調 に越冬を開始 した.
越冬前半の大きな仕事は秋に予定されたリュツオ ・ホ
ルム湾海洋観測の実施であった。-3月後半にはルー ト工
作 を開始 し,と っつ き岬,S-16,ラングホブデへの
ルー トを早々と確保することが出来た.こ れを可能にし
たのは安定した海氷であった,海 氷旅行は4月24日か ら
約1ヵ 月の予定でパ ッダ方面ルー ト(Pルー ト),ラン
グホプデ西沖合いルー ト(Lル ー ト),弁天島沖合い
ルー ト　(OWルー ト)上に14点の観測定点 を設 けて温
度,塩 分等の基本的海洋観測や無人気象ブイを設置して
の気象観測を実施するものであった.旅 行隊出発直後の
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26日,リ ュ ッa.・ホ ル ム湾 内 中 央i郡にV字 型 に 大 き な
ク ラ ン クがNOAA衛 星画 像 に認 め られ た.直 ちに 航 空
機 偵 察 を実 施 した 結 果 ク ラ ック は 幅2km～5kmに 及
ぶ 大 き な リー ドで あ り,　oWル ー トの 定 点4付 近 を走
っ て い た.こ の た めLル ー トは 観 測 定 点4ま で,　oW
ル ー トは 定 点3ま で と した.・?/'いク ラ ンクは そ れ 以 上 広
が らず 観 測 は順 調 に 進 ん だ.　fl旦し,Pル ー トで は 軟雪 深
くSM-40雪.ヒ:!1]:でピ ス トン輸 送 す る と い う状 態 で あ っ
た.観 測 は 予定 よ りltl'く進 み5月18日 に は す べ て 終 」'し
基 地 に 帰 投 した.こ の 間 天候 に は 恵 まれ悪 天 候 に よ る 停
滞 は な か っ た.し か し反 面,厚 さ2　rn30enコを越 す 海 氷
の 穴 開 け 作 業は 大い に 難 航 した.寒 さ の 中 で の水 仕 事 と
い う だ け で も 大 変 な と こ ろ に ア イ ス ・オ ー ガ ー で 径
40cmの穴 を開 け る た め に10本以 ヒの 氷 を 抜 き出 し,更
に海 氷 ド部 に 残 った 氷 を取 り除 く作 業 は想 像 以 上 に重 労
働 で あ る.こ こ でサ ポ ー トに 参 加 した 機 械 隊 員は 足 場 板
と 大ハ ン マ ー で 海氷 ド部 の 氷 を打 ち砕 くL夫 を して,作
業効 率 は急 激 に ヒが った.以 後 の 海 氷 穴 開 け作 業 には こ
の 方式 が 採 ら れ作 業 日手≒{がか な り短 縮 され た.
冬 前 に は こ の 他 宙 空 系 の 無 人 観 測 機 保 守 の た め
H-180まで 内 陸 旅 行 を実 施 した ..・方 昭 和 基 地 で は 早 い
冬 の 訪 れ の ためr定 した外 作 業 は 思 うほ ど進 まな か っ た
が,越 冬 体 制 確 、ン:のため 作 業 や安 全点 検 を中'L・に 作 業 を
進 め,冬 明 け後 の 活 動 に備 え た.
冬 明 け 後 の 活 動 は8月 の2つ の 海氷 旅 行 で始 ま っ た.
一・つ は リ ーサ ー ラル 七 ン 半島 ク .ソク岬 付 近 の コウ テ イ ペ
ンギ ンル ッカ リー へ の ルー ト1:作旅 行 と他 は リュ ッ ォ ・
ホ ル ム 湾 冬 期 海 洋 調 査 旅 行 で あ る.リ ー サ ー ラ ルセ ン 方
面 へ は過 去 に1回7次 隊 が か らめ て 岬 ま で旅 行 した だ け
で,か ら め て岬 か ら先 は 未 踏 の 地 で あ っ た.コ ウテ イペ
ンギ ン の ル ッカ リー は16次隊 が 発 見 し今 回 目指 した リ ー
サ ー ラ ル セ ンル ッカ リー と21次隊 が 発 見 し,27次隊 が 訪
問 して い る 梅干 し岩 ル ッカ リー の2つ が 知 られ て い る.
梅 「し岩 ル.ノカ リー は500～600羽と規模 が 小 さい の に対
して リー サ ー ラ ル セ ンル ッカ リー は6000～7000羽と ス
ケ ー ルの 点 か ら も本 格 ル ッカ リー で,ペ ンギ ン研究 者'に
と っ て は垂 膳 の 的で あ る,こ こへ の 旅 行 は3段 階 で 望 む
こ と に し.か な め 島 近 く まで の ル ー ト偵 察 を7月 に 実 施
した.第2段 階 と して,8月 に予 備 調 査 を兼 ね て ル.ノカ
リ ー まで の ル ー ト.|:作を 行 う こ と と した.第3段 階 は9
月 に 予定 した 本 調 .杏旅 行 で あ る,8」jl51|に出発 した
ル ー トLl作隊 の 編 成 はSM40,SM25の2台 の 「「1.L.,1!/と
2ト ン儀 よ り一・回 り小 さい 幌 カ ブ ー ス及 び燃 料 権 で あ る.
燃 料 ドラ ム は 本 調査 の た め の デ ポ と ル ー ト川 累物 と して
多 め に携 行 した.旅 行 は 順 調 で,か なめ 島 総 山 か らめ て
岬 まで は1日 半 停滞 した だ けで 殆 ど問 題 な く進 んだ.か
ら め て 岬 を過 ぎて か らは 急 に 前方 を氷lll群に阻 まれ,氷
山 群 中 を進 む こ と と な っ た.噛十島 か ら柳 水 状 の 氷山 が 重
な る よ うに 押 し 出て い る こ とは衛 星 図 と航 空 機 偵察 の 結
果 か ら分 か って い た の だが,実 際 走 って み る とr想 以 ヒ
の 状 況 で あ った.海 氷 上 を走 っ てい る積 も りが 気が 付 く
とい つ の 問 に湖 水 の ヒにい た り,柳 水 の .Lにい る筈 が ク
ラ ンク に出 あ った りとい う状 況 で あ った .旅 行 は最 終段
階 で 日的地 へ の 遊 人 ル ー トが 分 か らず,中:両 トラブ ル も
あ り約20km手 前 で 断 念す る こ と と し.8」j23||Sigl也に
帰 投 した.
.・方 ,時 を同 じ く して 出 発 した リ ュ ツ ォ ・ホ ルム 湾 冬
期 海 洋 観測 旅 行 隊 は.秋 の 旅 行 で1欧雪 に:,`t:労した た め牽
引 力の 弱 いSM-25雪 ヒ↓1」:を諦 め,牽 引 力 と居fi!性に 優
れ たSM-50雪 上車 をPル ー ト とLル ー トに使 用 した ,
SM-5〔〕の 様 な 大 型 雪 上 中:を長 田i離.の海 氷 旅 行 に 使 川 し
た 例 は過 去 に な く多 少 問 題 が な くは な か っ た が,海 氷 の
厚 さ は2mを 越 え,ま た 既 に ル ー.トは 秋 に 走 行 し,ク
ラ ッ ク等;全くない こ と が 確 認 され て い る こ とか ら使用 す
る こ と と した.実 際,旅 行 時 は 気 温 が 氷 点.ド451虻Cにま
で ドり,ま た牽 引 に も余 裕 が あ り大 型雪 上 中:の威 ノ」が 大
い に 発揮 さ れ る こ と と な っ た .8Jlの 冬期 海 洋観 測で は
海 氷状 況 も秋 の時 よ りは っ き り した た め定 点 を さら に増
や しLル ー トを15km,　OWル ー トは20kmさ ら に 沖 合
い に 延 展 した.し か し,作 業 に熟 練 した こ とや天 候 に 恵
まれ た こ とで 旅行 は ∫二定 よ り早 い9月4Uに 終J'し基 地
に帰 投 した.
9,10月に は これ にも'〔いて コ ウ テ イペ ン ギ ン本 調 査 旅
行,み ず ほ基 地 へ の 内 陸 旅 行,リ ュ.ツオ ・ホ ルム 湾 春 期
海 洋 観 測 旅 行,を 立 て 続 け に実 施,越 冬 後 半 の.・つ の 山
を乗 り切 る こ とが 出 来た.特 に リ ーサ ー ラ ル セ ン ル ソ カ
リーへ の 旅 行 で は,ピ ラ タ ス に よ る偵 察 を実 施 し,氷 山
群 を抜 け るル ッカ リ ーへ の 最 終 ル ー トを確 認 し,到 達 す
る こ とが 出 来 た.
11J]以降 の 野 外 行 動 は ㌧1」ら基 地 周 辺 と ラ ン グボ ブデ に
長 期 滞 在 して 行 う 〔2月初 旬)ア デ リ ーペ ン ギ ン調 査 で,
多 くの 隊 員 の協 力 で 行 わ れ た.こ の 調 査 に は あ す か拠 点
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での越冬を終了した隊員も交互に協力 した.
昭和基地を起点にす る野外観測の航空機の運用がある.
31次隊はピラタス,セ スナの2機 を運用 して年間330時
間のフライ トを計画 した.主 な観測計画は気水圏系によ
るエア ・サンプリングやAXBT,　生物 ・医学系による
動物センサス等のほか観測以外にも氷状偵察,ル ー ト偵
察などもあった.30次隊から引継を受けた後,2月 末に
は運航 を再開し,冬前までに約80時間のフライ トを実施
し,6,7月 の運休休止後も11∫1調にi舌動 し1月20日32次
隊に引き継いだ.予定 した観測フライトは運休中を除い
て殆ど実施 した.今 回の航空機の運航の特徴は,第 一一に
安定 した海氷に恵まれ秋の早い時期から運航が出来たこ
とが.ヒげられる.こ れにより周年観測を予定 していた
AXBTやエア・サ ンプリングをほぼ年間にわたって実
施することが出来た.し か し,10月とll月前半は天候に
恵まれず年間フライ ト時間は少な目となった,も う一つ
の特徴は.年 間を通 して陸.L駐機 したことである.秋の
早い時期に積雪が多 くあったため海氷との断崖を雪で埋
めスロープを造成 し.フライト毎に陸揚げした.こ れに
よりブリザード毎に除雪する必要がなくなった.
冬明け以降も昭和基地での観測活動は順調であった.
注目の気象定常によるオゾン観測では8月,9月 と高層
域は例年以.['.に冷え込み成層圏雲が視認 されるほどで,
オゾン全量値は心配 されたように,9～10月には通常の
300ドプソン ・ユニ ットをはるかに下回る170～180ドブ
ソン ・ユニットまで急減 した.地球環境問題に対応 した
観測である大気中二酸化炭素の連続測定でも,信頼出来
るデータを得ることがで きた.こ こでも,二酸化炭素濃
度は着実に増加 していることを示 していた.気 水圏系の
他の観測 も順調であったが,NOAA-11号の衛星受信で
はアンテナ系や計算機系に トラブルが続発 して担当の隊
Uを大いに悩ませた.し かし,これも担当者が懸命に保
守 して殆 ど欠測な く終 「した.宙 空系の観測 もEX・
oS-D衛星受信観測 をはじめ多くの観測 を計画通 り達成
した,　EXOS-Dの受信パス数は1600をこえ,こ のほか
ISIS衛」1授信用のアンテナによるUHF受信 も600パス
となり観測目的を十分達成した.ま た,太陽活動の最盛
期の年に当り期待 されたオーロラ関係の光学観測は予想
通 りのオーロラの出現に恵まれ多いに成果を上げた.生
物 ・医学系もペンギン類の調査を実施 し過去にない成果
を得た.
.・方,昭和基地では,冬 明け以後も順調に活動 し,発
電機の トラブルを除いて設営関係 も計画した仕事 を問題
なく実施 した.31次隊では出発前から冬期の発電機2機
の並列運転を予定 し,実際電力需要が ピークに達すると
思われた8月 に2週 間の並列運転 を実施した.し かし,
9月に入って も気温が予想以.Lに下が り(9月 として歴
代1位 の低温),電力需要が急増し衛星受信棟の計算機
の電源がダウンするトラブルが発生 した.直 ちに2機 運
転に切り換 えたが,昭 和基地の電力需要がまた新 しい局
面に入ったことを示す事柄であった.設 営関係で記 して
置くべ きことは廃棄物処理を本格的に取 り組んだことで
ある.
(筆者:第31次南極地域観測越冬隊長,国 立極地研究所
寒冷生物学第1研 究部門教授)
4年目のあすか越冬隊
白 石 和 行
8名の隊員から成る第31次あすか越冬隊は1989年12月
25日から,1990年12月26日までの367日間,あ すか観測
拠点 を運営 し観測をおこなった.
越冬期間中の主要な目的は,気 象観測 と宙空系のオー
ロラを主とした観測である.専任の担当者はいなかった
が,1η水系の研究観測や設営工学的観}則も前年度に引き
続 き実施 した.こ のほか,セ ールロンダーネ山地におい
て,補 足的な地質調査と寒冷医学実験を行 うために調査
旅行を計画した.気 象観測は今次隊より初めて,気 象庁
の定常観測として実施されることになり,あらたな機器
や設備が夏期に設置され,充 実 した観測が行われた.越
冬開始以来4年 目を迎えた 「あすか」は,生活のための
諸設備は充実したため,設 営系部1"[では.基地の保守と
維持に重点が置かれた.機械部門では特に次のシーズン
の第32次越冬隊の物資輸送と32次夏隊の七一ルロンダー
ネ111tw調査隊の便宜を計るため,越 冬明けに車輌の整備
を重点的におこなった.
1989年12J]19日,「しらせ」よりヘ リコプターの『1:行
便で 「あすか」入 りした私達は,た だちに30次隊との引
き継ぎをおこなうとともに,31次夏隊の最大課題である
ヘ リコプターオペ レーションの準備を始めた.「あすか」
は夏期間中,ヘ リコプターオペ レーションの根拠地とな
るため,通 信業務や,天気予報,生 活面での支援のほか,
緊急時の レスキューも含めて後方支援 をおこなうことが,
越冬開始前の大きな任務であった.こ のヘリコプターオ
ペ レーションが成功裏に終 「したことは既に昨年報告 さ
れている通 りである.このオペ レーションは,日 本隊の
野外観測にとって,画期的なことであったが,計画の立案
段階から振 り返ってみれば,今後研究すべき問題 もある.
越冬 と夏オペ レーションに必要な144トンの物資は,
佐野夏隊長の指揮の下,昭 和越冬隊員の協力で順調に輸
送 された.な かでもLOで組み立てられ,あ らたに搬入
された3台 の大型雪上車は越冬中の強力な味方であった.
2月8日午前,ヘ リコプター2機 が無事 「しらせ」に
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帰 り着 き,残 り11名の 夏隊Slが帰 路 に 着 い た.い よい よ
実 質 的 な越 冬 生活 の 開 始 で あ る.越 冬 期 間 は 大 き く3期
に分 け ら れ る.2月 か ら4JIい っぱ い まで は,冬 籠 も り
準 備 期 間 で 残 った屋 外 作 業 をこ な す の に 懸 命 で あ った.
同 時 に山 地 旅 行 もお こ な い,全 員 が 参 加 した.5月 か ら
8力 い っ ぱ い まで が 冬 籠 も り期 間 で あ る.太 陽 の ま っ た
くで ない の は,こ の うち約70日間 で あ る が,そ の 前 後 も
ブ リザ ー ドが 多 い寒 い 厳 しい 時 期 で 屋 内 で ひ っそ りと観
測 や 生 活 を続 け て い た.こ と に,7月 は ブ リザ ー ド日数
(ネ見手呈riOOメートJレノ十li「埼T∫重し」空12メー トノレ以1:カご611.xrrlJ↓/
上 続 く状 態)が21日 もあ り,ほ とん ど外 出 が で きな か っ
た.そ れ で も,非 常 時 の ため に 出 人 口 だ け は確 保 して お
か ね ば な ら な い.真 っ暗 な な か,懐 中電 灯 の ひか りを 頼
りに ス コ ップ を握 る こ と も しば しば であ った.そ して,
掘 っ て も掘 っ て も,埋 め 戻 され る こ と の 繰 り返 しに 、
「また.一か らや り直 し一」 の 流 行 語 が 生 まれ た .
8月 の 下 旬 に な る と,気 温 は ます ます 低 くな るが ,日
1日 と太 陽 が 輝 きを増 して くる ため ,屋 外 で の活 動 が盛
ん に な って くる.9月 以 降 は32次隊 の 受 け 入 れ準 備 と と
もに,セ ー ル ロ ンダ ー ネ山 地 の 調 査 旅 行 が しば しば行 わ
れ た.全 越 冬 期 間 中 に1泊 以 上 の 旅 行 を12回行 い,総 日
数 は 日帰 り も含 め る と70U間で あ っ た.あ すか 基地 の 南
に拡 が る セ ー ル ロ ン ダ ー ネの 山 や まの 景観 は越 冬中 の慰
め とな った と と もに,山 地 へ の 旅 は隊 員 た ちの 憧 れ であ
っ た.基 地 が 手 薄 に な るた め,あ ま り長 期 の旅 行 は で き
な いが,全 員 が 人 れ 替 わ りた ち替 わ り参 加 し,　lll地の大
自然 に触 れ た.
11月に 人 って よ うや く余 裕 を も って 野 外 作 業 をで き る
気 候 に な っ た.20日 間 の バ ル ヒ ェ ン方 面 へ の地 質 ・限 石
調 査 旅 行 を終 え た 後,32次 隊 が 到 着 す る まで の 短 い 期 間
に残 さ れ て い た外 作 業 を.一気 に す ませ.12月21日,第1
便 の ヘ リコ プ ター を迎 えた.昨 年 と同 様,基 地 の 引 継 ぎ
作 業 を慌 た だ し くす ませ た7名 の31次あ す か隊 員 は,感
慨 にふ け る 間 もな く輸 送 隊 の 最 終便 で 基 地 を去 った.3
月2日,32次夏隊の山地地学調査隊に加わっていた筆者
が しらせに帰 り,わたしたちの南極1い舌はすべて終わっ
た.
このような,越 冬生活を送っているあいだに,現状の
南極観測についてのさまざまな感想をもった.以下,思
いつくままに.
「あすか」はこじんまりしているが使い易い基地であ
る.「みずほ」の15年間の経験が生かされたのだろう.
しかし.基地の設計段階で見逃された重要な点もある.
例えば,全 員に個室が当たらないということである.現
代では多少狭 くとも個室は欠かせない.ま た,年 々雪面
下深 く下がっていく基地施設のために,出 人口の確保な
どの雪との戦いは更に深刻になってきた.わ れわれの測
;1によれば,基地開設以来,年 間平均50センチつつ沈下
している.雪 面に建てられた外国隊の基地はどこも苦労
していると聞いている.今 後いろいろな条件の場所に基
地を設けるためにも,あすかの経験が生かされ,F1本隊
の設営技術に磨きがかかることを期待したい.
越冬隊にとって恐いことのひとつは,重 大な急病など
で越冬中に内地送還を要するような事態になることだ.
最近.通 信手段は発達 したが.自 由な往来が可能になる
のはまだだいぶ先の話であろう.しかし,緊急.'拝態が起
きたときに,ど ういう対処が[,IA'Eであるか,日頃から想
定して対策を講じておく必要があるだろう.
あすかでの4ヵ 月の単調な冬籠もり期間,隊 員たちは
外界からの情報に非常に敏感になっていたが,供給され
る情報はあまりにも少なかった.こ のなかで.衛 星通信
は非常に有効な手段であ り,公私ともにもっと活用され
てよいと思う.
私たちの367日間の越冬任務に対 し.全出張期間は499
日であった.お よそ1/4の期間が往復の旅に費やされて
いる.現在の1本 立ての航海 日程をもっと弾力性のある
ものに換えられないものか.検討の要があろう.このこ
とに限らず時代に即 した観測事業体制の整備が望まれる.
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(筆者 第31次南極地域観測越冬副隊長,国 立極地研究
所地学研究部門助教授)
第32次夏隊行動記
國 分 征
32次夏隊の行動を一言で表現すれば.南 極の自然の厳
しさを思い知らされたということに尽 きるといっても良
い.32次の行動計画は,南極周回気球(PPB)実験 と管
理棟基礎建設工事のためこれまで と若干異なる行動日程
が組まれた.　PPB実験では,夏 期の極域高層の風系の
安定する時期 を逃さないため遅 くとも1月10日には終 「
することが要求されていた.こ のため,あ すか越冬隊及
び七一ルロンダーネ山地調査隊の送 り込みのためのブラ
イド湾オペ レーションに先立ち,昭 和基地へ隊員及び
PPB物資を送 り込むことが計画 された.こ れは管理棟
建設工事の早期立ち上げを計ることにつながっていた.
このような前期オペレーションとともに,管理棟基礎
工事に余裕をとるため 「しらせ」の昭和基地沖発を2月
10日とすることも,2月1日 越冬成立 とともに 「しら
せJが 昭和基地を離れる最近の夏期行動と異なる計画を
立てざるを得なかった.こ の他.Sl6におけるブル ドー
ザ組立 と走行テス トを兼ねたみずほ旅行,生 物調査など
盛沢1]1すぎるくらいのプログラムが組 まれた.
前期オペ レーションは,12月の天候が良く通称大利根
水路 と呼ばれるリュツオ ・ホルム酒神のリー ド近辺に大
きな開水面ができていたことにより.予定以上に早く実
施できた.こ れがPPB－号機の南極周回の成功につな
がり,同時に管理棟の建設にも結果としてよい形につな
がった.ま た,前 期のオペレーションでは,プ ライド湾
におけるあすか越冬隊及びセールロンダーネ調査隊送り
込みオペレーションは,ブ リザー ドに見舞われたものの
予定以上の日程で実行できた.し かしながら,リ ュッ
オ ・ホルム湾の定着氷は厚 く昭和基地への砕氷行動には
一週間を要 し,前半の日程の余裕がな くなり,昭和基地
接岸は予定 と同じ1月6日 になって しまった.
昭和基地の1月 の天候ははかばかしくなく,氷状輸送
はほぼ予定の日程でこなしたものの,S16への空輸に遅
れを生じた.さ らに1月16～18日には,予想外の記録的
なブリザー ドに見舞われ,風 による直接的被害や3日 間
の強制的休養の他.積 雪による付加作業ができて しまっ
た.18日には,瞬 間最大風速50.2mを記録 し.重 力計
室のパネルが飛ばされるなど風の被害に加え,道 路や管
理棟建設現場の除雪作業に2.5日かか り,実質的な遅れ
は約6日 になって しまった.さ らにブリザー ドは1月下
旬と2月5-6日 にも襲来 し,管理棟,.重力計室の作業
がどこまでできるか心配されたが.32次隊員全員の頑張
りと.し らせ乗員の支援を得てどうにか予定の作業を終
了できたことは幸いであった.
「しらせ」は,2月7日 当初の予定に従い昭和基地沖
を離れ,管 理棟作業のため残っていた夏隊員を収容して.
9日夕刻から本格的な砕氷行動を開始 した.定 着氷の氷
厚 ・積雪の状態は侵入時 とあまり変わらず,侵 入時のチ
ャージング回数1049回に対 して873回のチ ャージングを
行い,14日ようや く定着氷 を突破 した.2月4日 の氷状
偵察では.2月 上旬の南風のためか,定 着氷縁とパ ック
アイスの間に水あきが見られたが,そ の後の天候の変化
により,定着水の外側は,乱 氷帯となっていた.こ の乱
水掃 は,大 陸棚が急激に落ち込 む斜面か ら湾側,幅 約
15kmにわたっており,重 なった氷盤の間からはブラッ
シュアイスが盛 り上 り砕氷航行は難航 を極めた.1日 の
砕氷行動でlkm足 らずということもあり,この乱氷帯
の突破には実質8日 間,1089回のチャージングを要 し,
2月23日夕刻ようやく外洋に離脱することがで きた.
さらに,ブ ライド湾におけるセールロンダーネ調査隊
の収容に際 しても,天候は味方せず25日到着 したものの,
調査隊収容は3月2日 になって しまった.23日に到着し
ておれば直ちに調査隊収容が実施で きる天候であったと
思われるが,こ の1～2日 の日程のずれにより,天気の
変わり目との兼ね合いで1週 間程の全体計画の遅れを生
じたことになる,結 果として,帰路の観測は海洋観{則の
一・部を消化 したのみで,ア ムンゼン ・ケーシー湾の調査
など断念せ ざるを得ない状況に追い込まれてしまった.
前期オペレーションでは天候に恵 まれ.状 況判断を誤
れば,夏期行動全体にかかわる齪齢をきたす行動計画を
当初計画の日程で消化で きた.然 るに,後半の行動の遅
れは,氷 の状況を掴みきれなかったことにより生 じたも
のであ り,自然の厳 しさを思い知らされたというのが実
感である.この度のように多くの調査を断念せざるを得
ない状況に追い込 まれた中で痛感したことは寄港の日程
のほかに55度通過の日付が決められている行動上の規制
である.限 られた南極地域での時間を1日で も多 く活用
し調査したいという研究者の立場から見ると,こ のよう
な現場の行動の規制が,四 半世紀を越える南極観測の中
で未だに残 されていることは甚だ残念なことであった.
(筆者:第32次南極地域観測夏隊長,東 京大学理学部教
授)
国立極地研究所での研究生活
ズ ビグニエ ブ ヤボ ロヴスキー
(ノルウェー極地研究所)
国立極地研究所に客員教授として滞在するのは,科学
者にとって快適でユニークな体験である.果すべ き運営
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的義務,出 席すべき委員会,政 府機関への報告書の作成
といった,時 間を消費 し,気を散 らす原因から開放され
ているからである,極 地研究所の敷地内に住みながら仕
事をしていると,時 間および労力の総てを研究に専念で
きる 「科学修道院」にいるように思える.私はこの状況
を深 く感謝 している.
自己陶酔的なヨーロッパ文化圏から極東に来ると,現
代文明の故郷に来たように思う.こ う言うと,ペ リー提
督の来日後に日本がいかに変わったかを知る読者には,
逆説的に読まれるかも知れない.し かし,日本は,古代
アジア文明の精神が,恐 らくどこよりも最も注意深く保
存されたところである.西 欧の識者は,現代文明がいか
に古代アジアに負っているかを知っている,タ レスとデ
モクリトスは,東 洋に長期滞在 した後,原子 と世界の有
限を教えた.1663年には.ス ピノザが物質の概念を 「万
物は,思惟 と延長である」 と変えて,西洋の科学的思考
に革命 を起こした.彼 の考え方は,ボ ーアの相補性原理
や,同 時代の物理の表現 「物質は過程である」に見るこ
とが出来る.し かし,け しからぬ仮定と当時見なされた
スピノザの物質概念の放棄は,1600年初期の禅の中にあ
ることを知った.
私はこの問題を極地研究所の研究者と話 し合ったこと
はない.この研究所ではそのような時間はなく,有能で
熱心な研究者グループによって進められている良く組織
された研究,熱 気 と落ち着きの雰囲気を見ているからで
ある.彼 らの研究のスケールは印象的で,そ の重要性 を
過小評価するのは難 しい.生物圏への人間活動の影響は,
地球規模あるいは地質年代次元にまで達している.す な
わち,化 石燃料の年間生産量は.海 洋底に一年に堆積す
る珪酸塩の量の約6倍 も多く,地球大気への放出汚染物
質は大気含有量の30%に達 している.酸性雨は,ヨ ーロ
ッパ,ア ジア,南 太平洋のみならず,北極や南極にまで
降り,多 くの人々が大気中の二酸化炭素の増加によって
地球の気候が大きく変わるだろうと信 じている.この問
題は,政 治的,社 会的な重要課題 となっている.生物圏
への人間活動の影響力の問題に直面するとき,地球環境
に関する広く多量の知識を必要としている.極域は生物
圏の少ない場所であ り,人間活動の影響 を見るユニーク
な機会を与える.
恐 らく最も重要な環境問題は,化 石燃料を燃やすこと
による温室効果と気温上昇の仮説であろう.氷床の研究
はその礎石となる.1966年に東京の三宅泰雄 ・松尾禎士
両先生が,南 極の氷を使って初めて工業化社会前の大気
の二酸化炭素レベルを測定 した.以 後多くの研究者が続
くが,三 宅 ・松尾 の手際 の良 い同位 元素希釈法 は
0.002%の精度 を持ち,後 の研究に決 して引けを取らな
い.
私は1950年代に,故 三宅教授の第5福 龍丸の放射性灰
の一連の研究に刺激を受けて,この研究が地球規模の物
質循環の研究の創始にあたるとして尊敬していた.し か
し,国立極地研究所に来て,昔の大気組成の研究に南極
や北極の氷を使った三宅 ・松尾の論文が1966年に出てい
たことを知 り.新たな感動を覚えている.この問題はな
お未解決であ り,氷の中に閉 じ込められている空気の同
位元素成分に関する基礎的な研究が必要である.同位体
成分の変化は氷床中や氷コアの中での種々の物理過程,
化学過程に起因している.そのような研究が,国 立極地
研究所やその他の日本の研究室で続けられていることを
知って安心 した.極域氷床の,フ ィルンや氷の構造,結
晶組織,安 定同位元素分布.氷 コア中の天然空気水和物,
水中の液体および塩分効果など,日本で進められている
最新の研究は,必 要な基礎的研究の先頭に立っていると
私は信 じている.
「体制」研究 と個人研究
瀬 川 爾 朗
極地域の研究者数の伸びが思 うようにはいっていない
ことは,国立極地研究所,そ の他極地研究関係者の共通
の悩みである.同 じような悩みは,実 は他の分野にもあ
って,私 に関係の深い海洋学や測地学においても同様で
ある.こ のことは,研究所のみならず多勢の学生を抱え
ている大学の学部においても重大問題であるとの認識が
なされ,学 生に対する講義やオリエンテーションの場に
おいて,で きるだけ学生の関心 を高めようとの努力がな
されている.し か し,その効果は未だしである.
南極がいかに魅力のあるところか.海 がいかに興味深
いところか,或 いは高精度の観測のために,いかに多く
の最先端の技術が投入されているか,など,最近は機会
あるごとに学生に訴えている.し かし,なかなか乗って
こないのが実情である.
昔つ きあいのあったある学生がいる.この学生は在学
中,絶対に船に乗ることはなかった.と ころが卒業 して
給料を貰 うようになると,年 にIOO日以－Eも船に乗 り,
今や,そ の方面では大家になっているという例がある.
彼の信念を変えたものは,こ の場合,給料なのかもしれ
ない,学生になり代わってその心境を推 し量ってみると,
次のようになるのではないだろうか。「先生は立派な話
をしてくれるし,なかなか意義のある研究のようにみえ
る.しか し,その中で自分はなにができるのだろうか.
自主的な研究を,そ の中で果たして自分はできるのであ
ろうか.」 この学生はそう思いつつ,只 ひたすらパ
ソコンに取 り組む.自分の思いどうりになるもの,自分
の発想が直ちに生かせるものは,只 これだけだ.
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優秀な学生ほど自己の発想を大事にする.大学時代に
いたるまで彼等は受験勉強などを通じて,物 事を一人で
解決 し,その過程の中で喜びを見出してきたに違いない.
このような学生を引付けるものは,なすことは小 さくと
も目的は大 きく,かつ,自 分だけでで きるような研究
テーマである.これは個人研究 というべ きものであろう.
これに比較すれば,南極の研究は体制研究である.海 洋
学や測地学も体制研究の要素が強い.い わゆる組織を上
げて研究に取 り組 まないと旨くいかない種類のものであ
る.こ こに体制づ くりと,そ の中の個人研究 との調和を
いかに図るべきか とい う問題が生 じる.
VLBI　(超長基線電波干渉法)は,天 文学や地球科学
にとって最先端の研究手段である.これの観測体制を整
えるには,億 の単位の研究費を動かさなければならない.
ある人がVLBIで地球回転の変化を解明したとすると,
もはや他の人がやることがなくなる.な んとなれば地球
は一一つだからである.同様に,地 球の重力分布が解明さ
れたとすると,やは り,他の人のやることがなくなる.
体制研究は,そ れ自体は大きな研究であるけれども.い
ったんなされて しまうと.他 人の入る余地がなくなる傾
向がある.古 来,研 究者人口の多い学問は,個 人研究が
受け入れ られやすい分野に限られる.つ まり,「ちぎっ
て食べられるもの」でないと人は寄 り付かない.地 球科
学の中で,ち ぎって食べられる分野は,例 えば電磁気学,
GPS,　地質学,地 震学.気 象学などであろう.こ の中
で気象学などは,か なり本格的な体制研究分野であるに
も拘 らず 「ちぎって食べられるもの」となっている.
ここで私の言いたいことをまとめると次のようになる.
研究にとって体制は大事であるが,そ れが個人ベースで
も参加できるものとなっていなければならない.今 のよ
うに南極観測隊員に一度参加させるなどでは不十分であ
る.言い換えれば,一 回の参加がかなり実 り多いもので
あるように体制側の努力が必要である.こ のためには気
象学の世界における現状などを参考として研究 してみる
ことが有効であろう.私 と南極との係わ りも14年目を迎
え,国立極地研究所はもっとガンバッて貰いたいと言う
心境である.
(筆者;東 京大学海洋研究所教授,国 立極地研究所客員
教授)
長城基地を訪問 して
大 谷 修 司
昭和63年度から3年計画で行われた日中共同観測 「大
陸性南極と海洋性南極における動植物相の比較研究」の
一環として,早稲田大学の中坪孝之氏 と筆者は,平 成2
年11月より平成3年2月 までキングジョージ島にある中
国の長城基地を訪れることができた.我 々は平成2年11
月20日にチリのプンタアレナスよりチ リ空軍のC130に
てキングジョージ島に飛び,その日の内に中国の長城基
地に入ることができた.キ ングジョージ島は南米の南端
から南東約1000kmにあるサ ウスシェ トラン ド諸島中の
一つ である.我 々の到着 した11月下旬はまだ雪が深 く,
多い所では2mも あり生物調査のできる地域は限 られ
ていた.12月下旬になると雪は急速に解け,1月 と2月
は効率よく野外調査ができるようになった.し かし,晴
天の 日は少なく,雨に濡れながらの調査をたびたび強い
られた.植物生態学が専門の中坪氏は,携帯用の光合成
測定装置を持込み蘇苔類の生長測定を行った,筆 者は多
くの池や沢から淡水産の藻類標本を採集 しその種類組成
を研究 した.キ ングジョージ島は昭和基地に比べ気温が
高いことや生物の生長に必要な水分供給が多いため動物,
植物の種類,量 ともに多い.丘 陵地は地衣類や蘇苔類な
どの花の咲かない植物(隠 花植物)で 覆われており,遠
くから見ると淡い緑色に見えとても美 しい.ま た,岸 辺
にはいたる所に赤,オ レンジ,緑色をした雪がみ られ殺
伐とした風景に彩 りをそえてくれた.こ れは様々な色素
を有す藻類が雪の表面に大量に繁殖してできた氷雪藻と
いうものである.昭和基地のまわりで も見られるがここ
の氷雪藻類は特にみごとであった,我 々は中国の生物担
当隊員,陳 波氏(中 国極地研究所)と 共同で,こ れらの
氷雪藻の分布に影響を与えている環境要因を調べるため,
氷雪藻が最も豊富にみられる12月下旬から1月中旬にわ
たり調査を行った.調 査区の雪が解け終わる前に調査を
終了せねばならず,こ の期間は毎日,採集,分 析に追わ
れたことを思い出す.し か し,植物分類学 を専門とする
筆者にとってこうした様々な場所から今まで見たことの
無い藻類を観察することは大きな喜びであった.ち なみ
に,陳氏は長城湾の微小なプランク トンの研究 を精力的
に行 う7次隊で最年少の25歳の意気盛んな研究者であっ
た.
研究の話はこの辺でおき,中国隊の生活の様子を紹介
しようと思 う.食生活であるが,こ れは保守的で滞在期
間を通 じてずっと中華料理であ った.日 本ではなじみ深
いカレーライスも食べないという.生 野菜も食べる習慣
はな く,空輸された新鮮なレタスなども妙めて食べる.
隊員は皆ビールと老酒が好 きで,ワ イン,ウ イスキーは
希に しか飲まれることはなかった,中 国製のブランデー
はなかなか美味であった.食 事は短時間に済ませる人が
多く最後までテーブルに座っているのは大抵2名 の日本
人であった.お 茶はジャスミン茶が主でたくさん飲む.
昼食後は2時 ごろまで昼寝を楽 しむ人が多い.我 々も滞
在中は彼 らに習って昼寝をしたが,疲 れがとれ午後から
の仕事に集中できた.仕 事の合間に隊員たちはビデオ鑑
7
極 地 研 ニ ュ ー ス102
賞,卓 球,ビ リヤ ー ド,ブ リ ッジ な ど を して 楽 しん で い
た.特 に,1;1:球の レベ ル は 高 く筆 者 も良 く中iF.|の隊 員 に
コ ーチ して も ら った ,ま た,ダ ン ス パ ー テ ィが 開 か れ た
と き ワ ル ツ や タ ンゴ の リ ズム に あ わせ て踊 れ る 人 の 多 い
の に も驚 い た.我 々2名 は ど ち ら も ステ ノブ を知 らず ,
教 わ りな が らた どた ど し く踊 った の が 楽 し く思 い 出 され
る,研 究 者「の 多 くは 英 語 が達 者で 、 我 々 と の 日常 会沽 は
英語 がi三で あ り,中 国 語 は我 々の レベ ルが 低 いた め 挨 拶
を交 わ す 程度 で あ っ た.余 談 で あ るが,中 国 人317,の内
29名は既 婚 者'であ り1.|本隊 に1.ヒベ て 既 婚 者 の割 合 はず っ
と高 い..般 のII1国人 の結 婚 の 平 均 年 齢 は 日本 よ りか な
り低 い よ うで あ る.
中 国 南 極 観 測 隊 は/l　t[tで7年目 に な る.7次 隊 の 構 成
は越 冬隊15名,夏 隊18名 戚 々2名 を含 む1の 計33名で,
夏1;家tこtま女†'1:11家;tカtl}斐1;;i,{i升究tこ各1字 「 [lhi家1夕「,}手i
道4名 が 含 ま れ て い た.今 年 は例 年 長 城 基1也を 訪 れ る
「極 地 号 」 は 中 山 基 地 に 向 か っ た た め ,代 わ って 大 洋 地
質 科・学 調 査甜}　「UtEミY"4;;一」 が 寄 港 した.こ の 船 は 調 査船
の た め 多 くの 物 資 の 輸 送 が で き な い ら しく今 年は 大が か
りな 建 設 作 業 や野 外 作 業 は な か っ た.わ ず か に基 地 の 外
壁 の 塗 装,屋 根 の 補 修 な どが 行 わ れ た に す ぎ ない.1:*;k
の う ち,テ レ ビ局 の2名 は 「南極 と 大川 」 とい う番 剤Lを
作成 す る た め キ ン グ ジ ョー ジ島 の 各 底地 を滞 在 中忙 し く
取 材 に まわ って い た.画 家 の 江f姑'[;氏1、丈島 の 風 景 や 生 物
を水 」.じ1呵で 描 き.f乍品 を食 堂 に展 ノJこし鑑 賞 会 を催 して く
れ た.ま た,隊 員 全 員 に1枚 つ つ す ば ら しい絵 をll}いて
ドさっ た.そ れ は とて も心 な ご む楽 しい.・時 で あ っ た.
|i本隊 も南 極 に芸 術 家 を派 遣 して は どう た ろ うか.
近 年,「打極 に 関 心 を もつ 国 が 増 えて お り,こ の キ ン グ
ジ ョー ジ島 で な ん らか の研 究 活 動 を行 っ て い る 同 は 蛯 ヵ
国 にの ぼ る とい う.そ の た め 長 城 基 地 は ほ とん ど毎1|の
よ う に 島 内 の 各国 の 基地 のfヒ人や 島 外 か ら 訪 れ た 人 々 の
訪 問 を受 け る.各 国 おli/い様 とい えば そ れ まで だが 隊 長
はそ の 対応 に忙 しい.し か し,そ の お か げ で我 々 は滞 在
中,チ リ,ア ルゼ ンチ ン,ウ ル グ ァ イ,ソ 連,ド イツ,
チ 」.コスロ バ キア,英 国,韓 国,北 朝 鮮 の 隊 員 と会 うこ
とが で きた.ま た,チ リの マ ー シ ュ基 地,ソ 連 のベ リ ン
グ スハ ウゼ ン基 地,ウ ル グア イの ア ル テ ィガ ス基 地 を 訪
れ る こ と もで きた.我 々の よ う な訪 問 者 に と って外 国 の
研 究 者.と親 好 を深 め,お 互 い の 国 の こ と を 知 り合 う とい
う意 味 で は 実 に良 い 島 で あ る,し か し研 究 者や観 光客 な
どが 環 境 へ'j.える 影 響 で あ る.我 々の 滞 在 期 間li1も多 く
の 船 舶 や 飛 行 機 が このf;Gを訪 れ た.海 岸 に 木片 や プ ラ ス
チ ック の 類 が うち 上 が って い た り,蘇 苔 類 の地 衣 類 の群
落 の 上 を 轍 が 通 って い るの を よ く 見か け た.南 極 の生 物
は環 境 の 変 化 に弱 い もの が 多 い,南 極 の 中 で も生 物 が 豊
富 で 変 化 に 富 ん だ 島 で あ る だ けに 各国 が 協 力 しあ っ て 人
、 一
、=
"一 、r-.T
「 一_・'.一...tt
ノマ
一
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夏 の 長城 基 地 全!;1/Cアブ'リ一 局 よ り)
間 の影 響 を最 小 限 に抑 え,脆 弱 な 生態 系 を守 る 努 力 を し
て い か な くて は な ら な い だ ろ う.永 々 と続 い て きた 貴1匡
な 南極 特 有 のIl・..物のVl界が 変 わ らず い つ まで も続 く こ と
を祈 りつ つ キ ン グジ ョー ジ島 を 後 に した,
長城 基 地 滞 在 中 は,楊 志:華越 冬 隊 長,張 福 剛 夏隊 長 を
は じめ.7次 隊 の 隊 員 の 方 々に は 我 々の観 測,生 活 が ス
ム ー ズに 行 くよ うに細 か な ご配 慮 を頂 い た.ま た,準 備
段 階 か ら帰 国 まで ごSiilを頂 い た 関係?ff"":にあわ せ て心
か らお 礼 申 し}:げる.
(筆者.:国.、k極地Wf究所 寒 冷 生 物 学 第 ・研 究 部門 助 手}
第33次南極地域観測隊冬期総合訓練
第33次1}∫極地 域 観 測1壕の 冬 期 総 合,JII練は,福 地 光 り」第
33次南極 地域 観 測 隊 長 を,」|[練11家kに隊lif]JEhliX及び.P務
1、・51'}関係 者な ど約70名が 参 加 し.3月11日 ～3月L6}1ま
で の6日 間 にわ た り,長 野 り1し乗 鞍 岳付`近に お い て実 施 さ
れ た.
、耀聰㍗霧雲:慰霊 惣 ●
対 応.応 急 措 置 に:,F:点を 置 き,位 ヶ原 ～ 肩 の小 屋G.a,E,v高
一 一8 -一
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2400-270em)一帯 に お い て,ル ー ト工 作,ビ バ ー ク,
怪 我 人 の搬 送 等 を実 施 した.ル ー ト工 作 時 に は,一 時 視
程 が100m以下 に な り,ま た,ビ バ ー ク時 に は.気 温 が
一20℃ 以 下 とな る な ど,厳 しい 気 象 条 件 の な か 当初 の
目的 を充 分 に 達 成 した.
第31次越冬隊 ・第32次夏隊帰国
第31次越冬隊(内 藤靖彦隊長以下38名)及び夏隊(國
分征隊長以下16名)は,3月28日任務を終え,全 員無事
成田空港に帰国 した.
空港には,家族 ・関係者等多数が出迎え,あ ちこちに
再会の喜びの輪ができた.
なお,「しらせ」はオーストラリア(シ ドニー)総 山
で4月13日東京港晴海埠頭に帰国 した.
観測隊だより
昭和基地
3月基地の運営も軌道に乗り,屋外調査やルー ト正作,
航空機観測等も活発に行われた.
月前半の天気はぐずつき気味に経過したものの後半に
は天候も快復 し,3月 としてはこれまでの最低のマイナ
ス24.7℃を観測 した.
生活面では屋内スポーツ,写真現像等が活発に行われ,
生活を楽 しむ余裕が出てきている.4月 に入 り3月とは
うって変わって天候は,好天に恵まれ,好 天による放射
冷却のため気温は低めに推移 し,月最高気温は過去最低,
月最低気温は過去4位 を記録 した.
H毎に太陽高度が低くなり日照時間が短くなって来た
が比較的穏やかな天候に恵まれて,海氷調査,観 測活動,
基地回り作業は順調に進んでいる.
26日には,み ずほ旅行隊が出発し,ブル ドーザーによ
る牽引能力,牽 引方法など貴粛なデータを取得する予定
である.
あすか観測拠点
3月から8名全員が揃い,計 画 していた大きな作業 も
ほぼ修了 したことであすか観測拠点での生活,観 測も軌
道に乗 り始めている.
3月.ヒ旬は比較的良い天候に恵まれ.先 月のブリザー
ドで埋没 したデポ物品の掘り起こし,オーロラの2点 観
測候補地調査のため七一ルロンダーネ山地周辺の調査を
行いメーニバ先端域が候補地として選ばれた.
4月に入り上,中 旬は好天に恵まれ風の弱い日が続き
オーロラの同時観測 を実施し,後半にブリザー ドに見舞
われたものの好天の合間をぬってアイスドームの建設準
備を始めた.
平成3年4月1日 付け人事異動
転 入
若林 茂樹 管理部庶務課長
磁 賀医科大学総務部庶務課長)
東 正憲 事業部事業課長
(北見71:業大学庶務課長)
小池 嘉弘 管理部庶務課人事係長
(東京大学庶務部人事課給与第三掛主任)
配置換
'ト尾 収縛 助手,北極圏環境研究センター
(文部技官事業部)
昇 任
酒井 批基 事業部事業課企画係主任
(事業部事業課)
採 用
1:藤 栄 助 手.北 極 圏 環 境 研 究 セ ン ター
転 出
大和田和平 図書館情報大学庶務課長
(管理部庶務課長)
赤羽 押一 束京国立文化財研究所庶務課長
〔事業部事業課長)
江羅 茂 東京大学教養学部総務課人・!lf掛長
(管理部庶務課人事係長)
櫻井 治男
群馬工業高等専門学校助教授,電 子情報工学科
(文部技官,情 報科学センター)
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Meanternp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　leveD　(mb)
平 均 蒸 気圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relatlve　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10・min.mean)　(m/s)
瞬 間 最 大風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Meancloudcover)　(1/10)
快 晴 日数(Number　of　clear　days)
昭 和 基 地
(Syowa:89532)
1月(Jan.)
0.9
5.5
一11
.7
982.5
4.2
74.0
7.5
38.3(18,NE)
2月(Feb.)
1.7
4.2
一8
.4
991.4
3.5
63.0
6.9
27.9(5,NE)
あ す か観 測 拠 点
(Asuka:89524)
1月(Jan.)
一8 .5
一2
.3
一18
.3
2月(Feb.)
一10
.6
一4
.7
一18
.5
870.5
(station　pressure)
877.2
11.814.6
27.8(18.E)26.6(6.ESE)
50.2(18,NE)34.8(5,NE)36.1(18,E)
8.36.8
1 2
32.7(6,SE)
【極地豆事典】
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大型雪上車(SM-100)
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大 型雪上 車(SM-100}
この雪上車は,高 高度地域の極低温下での行動が可
能で しかも大量の物資輸送が出きることを目標 として
開発 した物である.日 本隊が過去に南極地域で使用 し
た,中 ・大型雪上車の使用経験 を踏まえて設計に当た
った.安 定性,居 住性等 を高めるため,車 体の輸送が
可能な限り大型とし,こ れにより大量の物資輸送を可
能にするとともに,多 くの観測用機器の搭載を可能に
している.又 悪路に於ける車体の動揺をやわらげるた
め小転輪方式により転輪 トラベルを大きく取 り,トー
シ ョンバーサスペ ンシ ョンを採用 している.4,
100mmの接地長を持 ち,1,050mmの履帯幅は軟雪地
帯での行動を容易にすると共に牽引力を増し,サ スツ
ルギ帯に於いても動揺をやわらげる役目を果たしてい
る.運 転操作 も円滑にするためパワーステア リング装
置及びオートマチックトランス ミッションを装備 して
いる.
又極低温時のエンジンスター トを補助するため,温
風送風機により外部から暖機のできる構造を有 してい
る.
車内片壁面は,フ リーアクセスのラックエリアと成
っており,レーダー及びGPSによる位置決定装置 を標
準装備とし,観測機器の搭載 を容易にすると同時に,
運航停止時にも観測用電源の供給及び暖房が可能であ
る.
内地に於ける雪上試験では,良好な結果を得てお り,
南極での氷床 ドーム掘削観測等での威力発揮が期待さ
れる.
主要諸元?
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?
?
?
?
?
?
?
?
?
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高地性 能
6745mm
3450mm
3195mm
l1000kg
1000kg
O.13kg/cm2
運 用一60℃
保 存一90℃
4000m
最 高 速 度
トラバー ス速度
牽 引 力
機 関
機 関 出力
変 速 機
操 向 機
20km/h
7～9km/h
2.6㌧櫨7台
い す ず6RBIT
デ ィー ゼ ル
280PS/2000叩m
GMア リ ソ ン
分 一 トマ チ ック
ニ 重 作 動 機
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